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近畿中部防衛局

環境調査における計測値について

　近畿中部防衛局においては、住民の更なる安全・安心の確保の

ため、騒音、電波、排水による海への影響の３項目について、米軍

経ヶ岬通信所の運用開始前後のデータを比較・検証するための調

査を実施しています。

　本件環境調査の結果は、今後、継続して複数回の調査を実施し

た後に得られるものですが、今般、平成２６年５月及び７月に実施

した調査における計測値について、別紙のとおりお知らせします。した調査 おける計測値 別紙 おりお ら します



の の （ ） 町の （ ）

騒音度調査計測値

１ 調 査 日 ： 平成２６年５月１４日（水）～１５日（木）

２ 調 査 場 所 ： 経ヶ岬通信所周辺地域３箇所

（袖志農民研修施設、穴文殊バス停付近及び尾和区有地）

３ 調 査 内 容 ： 昼１２００～翌日１２００までの２４時間測定

４ 計 測 値 ： 下表のとおり

（単位：ｄＢ）

昼夜別

運用前

第１回計測値 第２回計測値

（２６．２．２５～２６） （２６．５．１４～１５）

昼間値
（０６００～２２００）

５３．１～５８．０ ５０．８～５９．１

夜間値
（２２００～０６００）

４８．０～５０．８ ４４．７～５０．２

※参考　騒音の目安（出典「全国環境研協議会　騒音小委員会」）

３０～４０ｄＢ：山村の田畑 山間の戸建住宅地（昼間） 町の戸建住宅地（夜間）３０ ４０ｄＢ：山村 田畑、山間 戸建住宅地 昼間 、 戸建住宅地 夜間

４０～５０ｄＢ：図書館館内、霊園（昼間）、町の戸建住宅地（昼間）

５０～６０ｄＢ：役場・郵便局の窓口周辺、博物館館内、書店店内、海辺

６０～７０ｄＢ：一般道路周辺（夜間）、ファミリーレストラン店内、バス車内

７０～８０ｄＢ：幹線道路周辺（昼間）、在来鉄道車内、航空機内、蝉の声

８０～９０ｄＢ：ゲームセンター店内、パチンコ店内



電磁界強度調査計測値

１ 調 査 日 ： 平成２６年７月２８日（月）

２ 調 査 場 所 ： 経ヶ岬通信所周辺地域３箇所

（レーダー設置正面海上１箇所、袖志区及び尾和区の陸上各１箇所）

３ 調 査 内 容 ： 各調査場所における電力密度を計測

４ 計 測 値 ： 下表のとおり

（単位：ｍＷ／ｃ㎡）

電波防護指針値

運用前

第１回計測値 第２回計測値

（２６．３．１９） （２６．７．２８）

１以下 ０．００～０．０９ ０．００



水質調査計測値

１ 調 査 日 ： 平成２６年７月２８日（月）

２ 調 査 場 所 ： 経ヶ岬通信所周辺海域３箇所（尾和区１箇所、袖志区２箇所）

３ 調 査 内 容 ： 下記項目について計測

４ 計 測 値 ： 下表のとおり

項　目 単位 環境基準値

運用前

第１回計測値 第２回計測値

（２６．３．１９） （２６．７．２８）

水素イオン濃度
ｐＨ

７．８以上
８．１ ７．０～７．５

（ｐＨ） ８．３以下
化学的酸素要求量

mg/L ２以下 １．０～１．６ １．１～１．２
（ＣＯＤ）

ノルマンヘキサン抽出物質
mg/L 検出されないこと 不検出 不検出

（油分等）

大腸菌群数
MPN/
100ｍL

１０００以下 ２未満 ４５～２２０

全窒素 mg/L
０．３以下

０．１７～０．２６ ０．１３～０．１６
（年間平均値）

全燐 mg/L
０．０３以下

０．０１６～０．０２７ ０．０１～０．０１４
（年間平均値）

溶存酸素量
mg/L ７．５以上 ６．６～７．６

（ＤＯ）（ＤＯ）
生物化学的酸素要求量

mg/L
２以下

０．９～１．５ １．１～１．５
（ＢＯＤ） （河川に係る基準値）

浮遊物質量
mg/L

２．５以下
１～２ ２

（ＳＳ） （河川に係る基準値）

溶存酸素量（ＤＯ）は、運用前第２回調査から調査項目に追加
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